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 京 都 府 
 三 菱 自 動 車 工 業 株式 会 社 
 京都三菱自動車販売株式会社 
 ニ チ コ ン 株 式 会 社 
 株 式 会 社  Ｇ Ｓ ユ ア サ 

 

「災害時等における電気自動車及び給電装置に関する協力協定」の締結について 
～電気自動車と給電装置を提供（無償貸与）～ 

 

京都府と三菱自動車工業株式会社、京都三菱自動車販売株式会社、ニチコン株式会社及び株式会社 ＧＳ

ユアサ（以下「協力企業」という。）は、本日、京都府内で自然災害や大規模停電等が発生した場合に、京

都府が応急対応や災害復興のため、協力企業に対して電気自動車及び給電装置の提供（無償貸与）協力を

要請することができる協定を締結いたしましたのでお知らせします。 

このような災害時等において電気自動車を移動可能な非常用電源として活用する協力協定は、全国で初

めての事例となります。 
 

本協定の締結により、京都府内での災害等発生時において、「移動手段」としての機能だけではなく、電

力や燃料の供給が途絶えた場合の機動力ある非常用電源としての活用が期待されます。また、災害状況に

応じて、電気自動車の避難所等への分散配置や現地災害本部等へ集中配置等の効率的な運用も可能であり、

災害時等における初期対応への貢献が期待されます。 

 

１．協定の概要 

○ 京都府が災害時等の応急対応や災害復興のために、非常用電源として電気自動車及び給電装置を必

要とするとき、又は、府内市町村から要請のあったときに、協力企業に対して車両等の貸与を要請

できることを取り決め。 

○ 要請を受けた協力企業は、各社が所有する電気自動車及び給電装置を引渡場所まで搬送し、府又は

市町村に無償貸与（非常時の初期段階での支援が前提のため、無償貸与期間は1週間と設定）。 

 

２．提供車両及び給電装置の概要 

①車両 

協力企業が所有する三菱自動車工業(株)製電気自動車『i-MiEV（アイ・ミーブ）』、『MINICAB-MiEV

（ミニキャブ・ミーブ）』 （当面25台） 

②給電装置 

『i-MiEV』、『MINICAB-MiEV』の駆動用バッテリー（(株)リチウムエナジージャパン※製）に蓄えられ

た電力の一部を、交流(AC)100Vで最大1500Wまで取り出すことができる給電装置『MiEV power BOX（ミ

ーブ パワーボックス）』（ニチコン(株)製）を車両と同時に提供。 

これにより、駆動用バッテリー16.0kWh仕様車（満充電）に接続して1500Wで連続使用した場合、約

5～6時間使用することが可能であり、これは一般家庭の約1日分の電力消費量に相当。 

※(株)リチウムエナジージャパン：(株) ＧＳユアサ、三菱商事(株)、三菱自動車工業(株)3社の合弁会社  



 

【参考】活用イメージ 

 

 

 

 

 

 

【炊飯器への給電】

投光器への給電
集会等での

音響機材への給電

【本件に関する報道機関からのお問い合わせ先】 

＜協定の内容に関すること＞ 

京都府 文化環境部 環境・エネルギー局 環境政策課  電話：075-414-4731 

 

＜車両及び給電装置の性能等に関すること＞ 

三菱自動車工業株式会社 広 報 部 電話：03-6852-4274（直通）

ニチコン株式会社 広 報 部 電話：075-241-2719（直通） 

株式会社ＧＳユアサ 広 報 部 電話：075-312-1214(直通)  
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要 請

各社で車両等を手配し、引渡場所まで搬送 非常用電源として避難所等で活用

大電力供給（1,500w）
・炊飯器、電気ポット、TV、洗濯機 等

小電力供給（100w以下）
・ノートパソコン、携帯電話等

要

請

※ i-MiEV（Gタイプ）では、満充電状態から一般家庭の約１日分の電力消費量
（約９kWh）に相当する電力を供給可能（約５～６時間連続使用可能）


